
打合議事録 作 成 日 2017年 12月 11日（月） 

作 成 者 東洋マーク製作所 山内 

開催内容 アルコール検知器協議会 第 5回業務委員会 

開催日時 2017年 12月 7日（木）14：15～15：15      会場：テレニシ株式会社 

出席者 ※敬称略 業務委員長：酒井（中央自動車工業） 

高橋・浜本（中央自動車工業）／常深・柳谷（エフアイエス）／神木（テックウエルインターナシ

ョナルジャパン）／坂口（サンコーテクノ）／坂田（タニタ）／弘田（新コスモス電機）／三浦（ネ

モトセンサエンジニアリング）／杉本・坂田・松尾（東海電子）／畑（光明理化学）／東野（テレ

ニシ）／安田・藤澤（パイアール）／四方・川畑（フィガロ技研）／山本・山内（東洋マーク） 

議題 １. 業務委員会 スケジュール確認 

２. アルコール検知器協議会 HPへの掲載案件 

３. 白ナンバー（一般企業）への啓蒙 

４. 広報活動 

５. 業務委員会中間総括 

６. その他 

決定事項 １.業務委員会 スケジュール確認 

  ・次回（第 6回）は 2018/03/14東京方面で決定しているが、会場は未定。 

   サンコーテクノ坂口様に会場場所を取りまとめ報告頂く。 

２.アルコール検知器協議会 HP への掲載案件 

・アルコール検知器協議会 HPに全日本交通安全協会のバナー広告を掲載 

→関係性と交通安全への活動をアピールしていく。 

・アルコール検知器協議会のマスコットキャラクター『Jバッ君』のネーミング決定に 

   伴い、HP上に掲載していく。 

３.白ナンバー（一般企業）への啓蒙 

・アルコール健康障害対策基本法推進ネットワークに賛同団体として参画していくか 

 入会金・会費は不要 

→当協議会としては SEO対策を含め賛同していくことに問題はない。 

アルコール検知器を飲酒運転防止対策の視点ではなく健康対策の視点から使用してい 

ただける可能性が秘めているのではないか。また、協議会としては飲酒運転防止対策 

   の１つに教育も含めていることから必要ではないか。 

４.広報活動－イベントへの参画 

・2018/2/15 中国バス協会事故防止対策委員会総会 出展決定 

・国際総合物流展に出展するか 

→1コマ 40数万円以上かかり、今回は見送り 

・モーターショーを含め新たな領域の展示会を検討していく。 

→費用対効果が上がる展示会を模索していく。 

・『Jバッ君』のガイドライン 

 使用は協議会の広報及びアルコール検知器の普及・啓発活動での活用を目的とする。 

 業務委員会で管理を行い使用に関しては原則自由であるが、使用時には業務委員長に 

 一報を入れる。 

５.業務委員会中間総括 

・アルコール検知器の正しい使い方として広告作成 広報とらっくに記事掲載 

・白ナンバーへの啓蒙活動として 全日本交通安全協会との関係構築 

・アルコール検知器に関する Q＆A作成及び HP掲載 

・マスコットキャラクターのデザイン及びネーミング『Jバッ君』を決定 

・アルコール検知器協議会としてイベント出展時の名刺を作成及び参加者には配布 

・イベント出展 

 ○平成 29年飲酒運転させない TOKYOキャンペーン 

 ○第 12回 NASVA安全マネジメントセミナー 

 ○第 66回中央技術委員会全国大会 

 ※今後出展時にかかわる作業効率化及び発送運賃軽減のためサンコーテクノ様に 

  展示品を保管していただく。 

◎今後の主な取組み・方向性 

 ●白ナンバーへの啓蒙活動 

  パイを広げていくためには重要な位置づけであり、各種団体との関係強化やイベント 

  の参画を行い継続していく。 

 ●アルコール検知器協議会の認知度を向上させていくため、協議会主催のイベントを 

  検討する。 

 ●技術委員会と連係し、スムーズな外部検定への移行と訴求・告知活動を実施していく。 

 



６.その他 

・協議会に関する経費負担に関して。→アンケート実施 

   様々な諸経費等を協議会として負担していくのか、しないのか。負担する場合、どこま

で予算組するのか、今後も協議を重ねていく。 

次回の予定 ○第 6回業務委員会の開催：2018年 3月 14日 時間・場所等は未定 

  

 ○第 4回定時総会：2018年 4月 23日(月) 場所：株式会社タニタ 本社 

 

以 上 


